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Corticojd投与による血中 VitaminC の変動

宮本九一，三 .i::j不ll子， lll)L美也子， rr1] pJ)1栄 f

Studies on the Change of Blood Vitamin C 

Content by Administration of Corticoid 

Sadaichi MIYAMOTO, Kazuko M1smMA, Miyako TAMARU, and Eiko KAIYO 

By administration of corticoid, blood vitamin C content decreases markedly for 48 

hours. Gradually increasing thereafter, the value becomes higher on the 3rd to 4th 

day than that before administration. Then, repeating some fructuations it returns 

to the normal value about 8 days after administration. 

{1¥IJ腎は生体｜什の臓器，11，最も多日に vitaminC (V.C)を合有L，ラットあるいはモルモットで
は副腎の v.c合有量は臓器 100g当り 400～500mgにも達する．また ACTHの注射を行な
って副腎皮質ホルモンの産生分泌を克進させるときは副腎の cholesterolとともに v.cも減少
することもよく知られてし、る. Cholesterolの減少はこれが出ちに corticoidに転換するためと

考えられているが， v.cがえ』；ぜ減少するかについては，i6uiiiがまちまちで定説がない．元米副腎
の v.c は cholesterolが corticoidに生介成される！祭必要とされふといわれてきたが Bae-
chus ら 1）はあらかじめ大［j＼~の v.c をラットに与えておくと epinephrine の注射によって流血

中の好酸菌の減少が正’／1~の場合のように起こらず，あたかも川l背皮質ホルモンの産生が抑；j;IJ され

たかのようにみえると報告しまたラットの寒冷刺激の際通常みられるt:rn腎の肥大は v.c投与
で防止されるりなどのことから， v.cは corticoid合成のある過料を阻害するのではないかと
いう見解3）も有力である． これに対して Hugesら4）は壊L(ll病モルモットに ACTHまたは DOC

( 11-desoxycorticosterone）を投与しても無効であるが， cortisoneを投与すれば好転すること

を認め， v.cの欠乏が C-11に酸素官能主を有する corticoidの合成を抑制するとみている．
また Bacchusらはその後の詳tmな部告6～8）で v.cの作）一日は産生 corticoidのポ－3-keto構造
および αketol側鎖の分解抑制であると結論している.v.cが corticoid産生の際の hydr・－
oxylationに関与しこれを促進せしめるとし、う報告いりもあり， Bacchus11lも11-desoxycorti

solの cortisolへの転換，すなわち 11－βhydroxylationはv.c欠乏によって抑制され， v.c
の添加で、正常に復すると述べて， Hayanoら叫の牛副腎の mitochondriaを用し、た実験におい

1) H. Bacchus, C. A. Toompas: Science, 113, 269 (1951). 

2) L. P. Dugal, M. Therien : Endocrinol. 44, 420 (1949). 

3) M. Hayano, et al. : Recent Progress in Hormone Res., XII, 79 (1956)-
4) C. D. Huges, et al. : Science, 116, 252 (1952）・
5) H. Bacchus, et al. : Endocrinol., 51, 302 (1952). 
6) Idem : Am. J. Physiol., 173, 33 (1953). 
7) H. Bacchus : Endocrinol., 53, 617 (1953). 

8) H. Bacchus, J. H. Lampkin: Ibid., 57, 531 (1955). 
9) F. W. Kahnt, A. Wettstein: Helv. chim. acta., 34, 1790 (1952). 

10) A. S. Ketson, M, Corsoitis : Arch. Biochem. & Biophys., 52, 282 (1954). 

11) H. Bacchus : Am. J. Physiol., 188, 297 (1957). 
12) M. Hayano, et al. : Recent Progress in Hormone Res., XII, 113 (1956). 

- 28 -



_(1965) 2[! 

て v.cは 11－β－hydroxylaseを抑制するとし、う意見とは見解を具にしている．要するにv.c
が corticoid生合成に際していかなる役割を出ずるかについて確実なことはわかっていない現状

である．

在、共はモノレモットに ACTHを投与する代わりに corticoidそのものな投与し，その際血中

v.cがどのように変動「るかを検することによって corticoid生合成と v.cとの関係を切ら
かにしようとして実験を行なったので，その結果を報告する．

実験方法

1. 実験動物は体if(300 g以上の雌モルモットをオリエンタノLWI 型飼料 MC-5で 1週間以上飼育した後．

実験に供した．

2. Corticoidとしては日木メルク万有株式会社製の酢酸ヒドロコルチゾン水性懸潤注射液（25mg/ml）を

JlJい，投与法は皮f注射とした．

3. モルモットの採血には心臓穿刺法13),r白1j1v.cの定量；には 2,6-dini trophen y !hydrazine jよ13）を用い

4. Corticoidの投与111：は常JlJJil 0.2 mg/kg体重としてモルモットの体重 300gに対しては 0.06mgとな

るので，そのがJ6 (ti;-litーをJfJl,、た．すなわち，酢酸ヒドロコルチゾン水tu限湖注射波（25mg/ml）の 0.2mlを

生:ep食塩水で 15mlとし，その 1.0ml (corticoid 0.334 mg）を投与した．

実験結果および考察

ACTH投与後， MU腎の v.cは急激に減少することカ‘ら，短時li¥J[l-J にJfrlif1 v. Cの変動が現
われる可能性もあるので，まず予備実験として corticoid投与後， 30分， 1時間］， 2 f時間， 3

時間におけ切る血「j1v.cを測定した結果，この時間の範問［｝＇］では全体として v.cのir1:は減少ず
ることをI沼めた．しかしこれは係血の際の心臓穿刺による stressのμ響とも考えられるので，

さらに長時間（6～72時間）にわたって血中 v.cの変動を検することとした．また投与 corti-
coidの量によって血中 v.c濃度に差があるか百かを，市周忌， 3的量， 6f音量について検し
た．その結果，＇ 1活用車の 0.06mgでは v.cの変動はほとんど現れれなし、がその約 3倍m：の
0.167 mgでは1rr1rt1v. cは減ノbの一途を示すのみで、あった．ついでその2倍量 0.334mg投与
の予備実験を行なってみたところ， 2日日までは血rj1V.Cは減少するがその後増加する瓜象が

みられたので，これらの傾向を一応のll 安として’；；~用品：の約 6 倍（corticoid 0.334 mg）投与で

本実験を行ない， TableIに示す結果を得た．その子j匂変動本をグラフで｝＜わしたものが Fig.

1である．

Corticoidの投与によって血l~11 v. cは投与後 48時間まで（土芹Lく減少するが，その後徐々
に増加しはじめ， 3～4日I1には投与前よりもかえって高い似を示す．その後多少の変動はある

が 8 日目頃平~·；~f[r｛に復する．初期の血中 v.cの減少は心臓穿刺による stressが大きく，多ほ
の corticoidを川貸することから，投与した corticoidの作用が始まるまでは訓腎で corticoid

合成がJ包激に増加するためrrr1巾 v.cが副腎に動員された結果とみることができる. 48時間以
後になると，動物は係血に際しても大分問IIれてきて，初めの頃のような stressは受けなくなる

上に，投与した corticoidも吸収されその作用が徐々に強く現われてくるために corticoid合

成の必要度が減じるであろうことは十分予想される．この時期に当り Ji111fI v. C j農皮が上井して
いることは， corticoid合成に v.cが深い関係をもつことを示しているとし、えよう．血中 V.C

13）宮本点ー，他： 共立揖iH大学年報 10, 24 (1965). 
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Fig. 1 Corticoid投与による血中 v.cの平均変動率

Table I. Corticoid投与による血Iドv.cの変動
(V. C mg/dl) 
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に復し， 8日目頃には投与前の状態に民る．すなわち投与 corticoidの影響は大体8日間くらい

続くものと思われる．

12人の老人（平均年令 70才）に 50mgの ACTHを投与して血中 V.Cを測定した報告1め

によれば，投与前 0.6mg%であった血中 V.C濃度は， 1日後 0.9mg96に増加， 2日目に正

常値となり， 3日， 4日目にはそれぞれ 0.5mgお， 0.4mg96となって正常値より減少してい

る．同様のことを若人について行なったところ，やはり 1日目は哨加， 2日日以後減少， 4日日

に最も減少とし、う傾向は変わらない． 4日目以後の実験は行なわれてし、ないので不明であるが，

おそらくその後徐々に増加して正常値に復するものと惣像される．まに，この場合は投与による

stress は当然除かれるから，われわれの実験結果に一致してし、る．実際 stressによる v.cの
消費が相当なものであることは Woods町の行なった実験によっても現うことができる．彼は家

ネズミと野ネズミに寒冷刺激，聴覚刺激および外科的手術による刺激を与えたところ，家ネズミ

は副腎 v.cに低下を来したのに対し，野ネズミには全然影響がなかったという．彼はまた co-
rticotropin 10 ry / kg体重の筋肉内注射は家ネズミの副腎 v.cを明らかに減少せしめ，野ネズ
ミに同様の効果を求めるには投与量を増加せねばならなかったということである.Gallardo川

14) D. Indovina : Acta. Gerontol., 8, 196 (1958). 

15) J.W. Woods: J. Physiol., 135, 390 (1957). 

16) N.T.D. Gallardo: Clin. y lab. : 70, 34 (1960). 
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は 10人の健康人について 25I. u.の ACTHを注射すると，血中 v.cはやや減少したの立
であったが 10人の外科手術を受げた人で、はさらに大きな血中 v.cの低下をみたという. lド，休
が受ける stressの大小に応じて副腎の v.cがし、かに敏感に反応し，動員されるかを知ること
ができる.Gallardoはまたウサギの血中 v.cは 4mg/kgの ACTH注射後， 1時間でかな
り低下，その後増加するが， 8mg投与のときは 24時間にわたって正常値よりも低下が続くと

しておれわれわれが予備実験の際，知ったように，血ri,V.Cの低ドについては，低下せしめ

る薬物の投与量の影響も大きいことを念頭に院かなければならない．

以上の実験において， corticoidが体内の要求を満たすに卜分であるときは血中 v.c濃度は
上昇する．逆に corticoid不足の場合，または corticoidの生合成が急がれる場合は血中 v.c
は副腎に動員されるために減少する.v.cと corticoid とは常に佑t按な関連を保ちつつ生体内
で変動していることを想像し得る．また同時に stressによって副腎の v.cおよび corticoid
が多量に消費されることもあわせて知ることができる．

本研究に当り実験に協力された｛小宗根紘子，三浦まり子および永rn穂波の諸嬢に感謝，11し上げる．
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